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ナヴィゲーション技術の伝

道師としてオリエンテーリ

ング競技だけでなく社会に

貢献する。 
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日本のアウトドアは種目間の垣根が

高く、それぞれ独自の文化を作ってい

る。歩けば登山だが、走ればトレラン。

もちろんスピードが危険性に違いを生

み出すが、登山者は新参者のトレラン

を「環境破壊」だの「危ない」だのと

批判する。山の危険は登山者にとって

もトレランにとっても等しく存在する。

軽装のトレランは確かに危険を内在し

ているが、登山者よりも行動スピード

が速いので、一概にトレランが危険度

が高いとも言い難い。環境破壊につい

ては、重い荷物と登山靴で歩く登山の

方がひょっとするとより破壊の程度は

大きいかもしれない。 

 

同じことはオリエンテーリングにつ

いても言える。オリエンテーリングは、

その発祥が野外をナヴィゲーションす

る技術を高めるトレーニングである。

日本でも初期のオリエンテーリングに

は、登山界から多くの人が関わり、発

展に寄与してきた。現在のオリエンテ

ーリング界の基礎はこうした人が築い

たといっても過言ではない。競技が先

鋭化するに従って、独自の部分が出て

くるのは当然だが、常に周辺領域との

接点を意識しないとガラパゴス化する。

常に遺伝子交配をしないと、種として

も脆弱になる。そんな問題意識が根底

にあって、1月には 3つの「異業種交流」

イベントに取り組んだ。 

 

第一弾は、「森を走ろう 2012:トレラ

ンの現状と将来を考える」。1 月 7 日に

開催されたこのイベントは、一昨年の

12 月に開催されたシンポジウムの第二

弾である。トレランの源流は様々だが、

その中の一つに1980年代に下嶋渓さん

が提唱したランニング登山がある。徹

底的な軽量化と高い身体能力によって、

旧来なら 2-3 日の行程を 1 日程度で走

りきってしまうそのスタイルは、当時

のアウトドアアスリートには多大な影

響を与え、僕もトップのオリエンティ

アとともに彼の足跡をたどり、山を走

った。1990 年代に始まった日本山岳耐

久レースの初代チャンピオンは多摩オ

リエンテーリングクラブに所属してい

た田中正人氏だし、現在でも柳下大、

山口大助などのトップのオリエンティ

アがトレランで活躍している。 

 

参加人口こそ激増しているトレラン

だが、全国組織はなく、参加者が集う

クラブも数少なく、イベント主導型と

いう点ではまだまだ発展途上だ。オリ

エンテーリング界が1970年代に経験し

た地元や自然保護との軋轢など、共通

する課題も持つ。そんな問題を関係者

が共有しようと主催したのが今回のシ

ンポジウムだ。共催にランニング学会

(これはJOA会長の山西さんの提唱でス

タートした20余年の歴史を持つ学会で

ある)、後援に日本山岳協会が連なるな

ど、その位置づけにふさわしい団体が

関連しての開催となった。参加者も登

山者、トレイルランナー、そしてオリ

エンティアなど多彩な顔ぶれとなった。 

 

 
森を走ろう 2012 は約 80 名の参加者を集

めて立正大学で開催された。オリエンテー

リング界からも山口大助、柳下大などトッ

プ選手が演者として参加した。中央背中は

山西 JOA 会長 

 

 

二つ目のイベントは1月21日に行っ

た指導者向け読図講習だ。これまでも

一般向けの講習会は極力開き、大学の

公開講座から登山団体の依頼、私企業

による講座まで幅広く実施してきた。

それによって日本のアウトドア界の読

図・ナヴィゲーションに一石を投じて

きた。しかし、自分でできることには

限りがある。教えれば教えるほど指導

者側にも課題が多いことに気づく。登

山界の人も含めて指導にあたる多くの

人とそうした問題意識を共有し、意見

交換したいと考え企画したのがこの研

修だ。 

登山界からは、登山のワールドカッ

プと言ってもよい「ピオレドール」(黄

金のピッケル:その年の最も印象的な

登攀に与えられるフランスの賞)受賞

者の天野さんや佐藤さん、山の安全に

関する著述も多い柏さん、アドベンチ

ャーランナーの樺沢さん等、そしても

ちろんナヴィゲーションスキルの普及

に関心を持つオリエンティアも集まっ

た。あいにくの冷たい雨となったが、

さすがにびくともしないメンバーによ

る実習や意見交換は楽しかった。 

 

 
読図指導者講習会の一コマ。手前左右はピ

オレドール受賞の天野さんと佐藤さん。中

央奥は松澤選手 

 

 
指導者講習会で試してみた整置練習方法。

鳥の足のように 3 方向に伸びたくいの中か

ら地図と方向のあったものを選ぶ。野山で

もこのように道の方向確認をすることがあ

るので、実践的な方法だ。 

 

 

第三弾は、1月 28-29 日に開催した有

度山トレイル三昧で、トレイルランニ

ングとロゲイニングの二日間イベント

だ。当初は参加者層が全くといってい

いほど異なっていた二つのイベントだ

が、今回はトレイルランナーの 20%がロ

ゲイニングに参加してくれるまでにな

った。彼らがオリエンテーリングまで

進むか、と言われると答えに窮するが、

少なくとも彼らはナヴィゲーションを

楽しむ仲間であると同時に、なにより

ナヴィゲーションスキルの意義と価値

が分かる希有な存在なのだ。 

 

異業種交流は、直接的に増やすオリ
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エンティアの数は多くないかもしれな

い。しかし、オリエンテーリングの社

会的知名度とステータスの向上には大

きく役立つだろう。マーケッティング

の世界ではこうした間接的な販売戦略

をブランディング(ブランドの確立)と

呼ぶらしい。今後もマーケッティング

を支えるブランディングを続けていく

ことは、オリエンテーリングにとって

のみならず、アウトドア界全体の発展

にも寄与するだろう。 
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イギリスでナヴィゲーションの講習

を受けて以来、講習では積極的に「問

い」を活用している。もともと現代教

育の世界では、生徒の思考を焦点化さ

せることで、彼ら自身での解の発見へ

と導く「発問」は常識的な手法である。

問いを活用したら、読図の講習はもっ

とおもしろくなるのではないだろう

か? 

 

もう一つ教育的な手法で気になって

いたのは、二人組の活用だ。数年前フ

ィンランドの学校を訪れた時(フィン

ランドは国際学力調査 PISA の 2003 年

調査で上位を占め、日本の教育関係者

の「フィンランド詣で」が相次いだ)、

小学校中学年のアート(図工だろう)の

クラスで二人組でのモザイクの作成が

行われていた。二人で行えば、自分以

外のスキルを学ぶ機会になる。協同で

行うことで、自分のデザイン意図を意

識し、明確に言語化する必要も生まれ

るだろう。教師が一方的に教えるより

もはるかに教育効果が高いのではない

だろうか。 

 

そんな二つの手法を、最近の講習会

で試してみた。2月に行われた講習会で

は、もともと講師 1名で 20 名を見ると

いう無謀な設計だったので、なんらか

の手を打つ必要があった。安全管理面

にも問題がある。トレラン部という普

段からある程度顔見知りの集団が対象

だったので、随所で二人組課題を設定

した。目標地点を決める。そこまで二

人で地図を見ながら走っていってくだ

さい。走る前に、何を確認してそこま

でナヴィゲートするのかを二人で確認

し、また走りながら二人で相互に確認

してください。こんな簡単な指示でも、

コミュニケーションは格段に高まる。 

組み合わせは随時変えるので、毎回

ではないにしても自分よりスキルの高

い人と組むことがあれば、その人の語

ることを直接聞き、現地でもそれを確

認するチャンスが得られる。スキルが

最上位に位置する人にとっても、相手

が自分より地図読み能力がないことは

すぐ分かるから、分かるように伝えよ

うとする丁寧な言語化が期待できる。 

直接感想を聞きそびれたが、終了後

の参加者のペアでの会話を見ていると、

参加者には十分な満足を提供し、屋外

での地図読みの習得手法として十分機

能するように感じた。考えてみれば、

オリエンテーリングでも「スピーキン

グ O」という手法があったっけ。 

 

 
二人組だと話が弾む。どのペアも講師が驚

くほど会話が弾み、地図の読み取りや確認

への意識が高まった 

 

 

もう一回の試みは、仙台でのインス

トラクター講習会だ。これは東北大と

宮城女学院の大学生が数多く参加した

ので、「新入生勧誘を想定して、オリエ

ンテーリングの魅力を 3 分以内で語る

シナリオを作ってみよう」「想定され

たコースでの指導計画を作成してみよ

う」といったテーマで 2-3 人のグルー

プでの協同作業を行ってもらった。そ

の後は模擬発表をしてもらい、それに

ついてのコメントも参加者どうしで出

してもらう。彼らのコメントの多くは

的確だから、講師はコメントを整理し、

中でも重要な部分に焦点を当てること

や、全体をまとめるファシリテーター

が主な役割となる。 

模擬発表とそれへのコメントを含め

たこの形式も、参加者には新鮮かつ深

い気づきをもたらしたようで、最後の

振り返りでも、初心者に教える際の

様々な課題に対する気づきが挙げられ

た。その気づきこそが、彼らがさらに

スキルアップする上でのリソースにな

ることだろう。 

 
オリエンテーリングの魅力のグループワー

クの発表結果。講師の役割は出てきた考え

方を整理し、方向づけることにある。 

 

 
2-3 人グループによるグループワークと発

表は参加意識を高めるとともに、その発表

に他の参加者がコメントするという形で、

気づきの深まりを提供してくれる 

 

 
3 人グループで指導法をロールプレイング

しながら練習する受講者。自分たちで実際

に動いてみると、当たり前のようにやって

いた指導法にも様々な問題があることが分

かる。 

（村越 真） 

 

 


